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· #103
T2　石井久一 (月曜日, 03 9月 2018 10:27)

公式行事の夏季合宿が1日、2日と2日間で実施されました。今回も４４名が参加して、千葉県の小さなホールのある宿泊施設でした。
知り合いに”合唱の合宿”をやると話をすると、半分は飲み会の延長だろうと言われますがそうではありません。2日間午前、午後に渡りびっしりスケジュールを組んで練習をします。
　今年は、11月に京葉男声合唱連合の第8回演奏会があり、三善晃作曲の「クレーの絵本
第2集」を演奏するので、これを主に練習をしました。
　1日目の夕食時に食べながら懇親会をします。小グループ2つによる演奏、始めて合宿に参加する人の自己紹介等、楽しいひと時です。今年は、3名の方が新しく入団され話をされましたが、大学時代にグリークラブで歌っていた人、英会話をやっていた人、吹奏楽をやっていた人等、多彩です。
　2次会も計画されており、幹事部屋に集まって11時過ぎまで飲んで、歌って歓談します。普段話すことのない団員と話し懇親を深めます。
今年は新しい企画として、メンバーを4つのグループに分けてアンサンブルコンテストを実施しました。審査員は、指揮者の田中先生とピアニストの岩撫先生です。曲は、心の四季より「山が」で、1位のチームには優勝カップと商品が出ました。
70歳を超えて、この様な機会を持てる事に感謝しております。 

· #102
日光俊勝 (金曜日, 06 7月 2018 07:35)

石井久一前団長の後を受け団長を務めさせていただきます。全員参加、合意による団の意思決定の尊重といったこれまでの路線を継承し、微力ではありますが頑張りたいと存じます。
常任指揮者、田中安茂先生が退職され、これまで以上に時間とエネルギーを注いでいただいています。これは大変ありがたいことと思っています。我が団の音楽性、芸術性の一段の飛躍が望まれます。
同時に私たちの側での主体性が問われています。先生の指導をどのように受け止め、どのような音楽を作っていくのか。今後の大きな課題と考えます。
石井前団長、長い間本当にありがとうございました。通常の演奏会に加え、京男連の理事長、還暦記念演奏会の実質的な取りまとめ役と、中身の濃い４年間でした。今後ともご指導、ご支援よろしくお願いいたします。 
· #101
T2　石井　久一 (火曜日, 03 7月 2018 10:44)

6月29日に行われました団の総会で４年間務めた団長を退任しました。
皆様に応援を頂き大変ありがとうございました。
大小を含めいくつかの演奏会を経験しましたが、記憶に残るものとして平成28年の京男連第7回演奏会、これは6団体の幹事団として合同演奏曲として「水のいのち」を200名近くの男声で歌い、平成29年の第11回市川男声合唱団定期演奏会では、「HANA]を寸劇付きで、今年の4月には、田中先生の還暦記念演奏会で先生の指導される合唱団を集め、250名でレパートリーの広い曲を演奏しました。
　当団は、今年で創立25年目を迎えました。
30年目に向かい内容を充実させて、更に良い団となる様努力しますので皆様のご支援宜しくお願い致します。
　日光団長殿、リードのほど宜しくいお願いします。

· #100
Ｂ2　大中　豊 (月曜日, 11 6月 2018 20:21)

団員の皆さん　いつも暖かく声をかけて頂き、ありがとうございます。
4月に入団して6/3・6/10と２週続けてステージに乗せて頂き、楽しく歌う時間を過ごせました。　合唱祭のような多数の団体の演奏会は経験無く、千葉県合唱祭ではステージリハーサル無しでの本番は、他のパートの声が聴こえなくてリズムが掴めず焦り、ひたすら指揮を見てました。6/8の反省会での振り返りを踏まえて、葛飾区合唱祭では落ち着き、楽しんで歌えました。調子に乗って楽譜から目をそらし音を間違えましたが・・　これからもどうぞよろしくお願いします。 

· #99
Ｂ２　日光俊勝 (土曜日, 26 5月 2018 20:43)

５月２０日、ＨＧメンネルコールの定期演奏会に行って参りました。今回は長年、ＨＧを指導してこられた大野敏彦先生のファイナルコンサートであり、同時に新しい常任指揮者粕谷宏美先生のＨＧ初ステージでした。
第１ステージは粕谷先生による「日本叙情曲集」（林光編）。初顔合わせということで何となく緊張感があったようですが、格調高い演奏でハーモニーにこれまでのＨＧにはない色があったような気がしました。
団内指揮者、大嶋和野さんによる「アメリカンポップス」のステージも新しいＨＧを感じさせるものがありました。
第４ステージは大野先生の指揮で、鈴木憲夫先生作曲の「永訣の朝」（宮沢賢治詩）。これぞＨＧという素晴らしい演奏でファイナルを飾っていただきました。大野先生、本当に長い間ありがとうございました。
アンコールはＨＧの愛唱曲「げんこつ節」そして今回もゲストで見えていた、大中恩先生の「草原の輝き」で締めました。
全てのステージ、原則として暗譜に驚嘆しました。また、大野先生の挨拶を含むかなり長いアンコールステージがあったにもかかわらず、開始から１時間５５分で終了という手際のよい演奏会運営にも感心いたしました。
男声合唱団の大先輩であるＨＧメンネルコールにこれからも学んでいきたいと思います。

· #98
B2 高島　実 (日曜日, 15 4月 2018 23:20)

石井団長、団員のみなさんへ！
先日の田中先生の還暦記念演奏会で、タキシードを着ることができて、やっと団人の一員になったようです。家内からは「馬子にも衣装ね」と言われ、まんざらでもない気分です。入団後、新年会にお誘いいただき、練習日の後の飲み会、ゴルフコンペに参加をさせて頂き、団員の皆様方と少しずつ接する機会が多くなってきました。
市川男声の私のコメントですが、想像以上に会の運営や組織がしっかりしており、団員の皆さまの笑顔が素敵で、いろんな方から新人に声を掛けて頂き、アットホームで良い合唱団に入会させて頂いたと、感謝いたしています。
先日、丹内さまから掲示板に一言をとのことで、本日厚かましく掲載させて頂きました。
これからも、皆さんと楽しくコーラスをご一緒をさせて頂きたいと思います。
B2の皆さんはじめ、団員の皆さま、これからもよろしくお願いいたします。 

· #97
T1 丹内　寛 (水曜日, 11 4月 2018 09:04)

田中安茂還暦記念演奏会は田中ワールドの力が結集された素晴らしい演奏会でした。二百余名が熱唱した見事な演奏に加え、アットホームな演出・進行に参加者も聴衆も感動しました。
いろいろご苦労された団長・副団長ほか関係者の方々お世話様でした。感謝します。 

· #96
グレイス合唱団 (日曜日, 25 3月 2018 22:03)

【　豪華版　‼　　名曲中の名曲を　２曲　歌えるコンサートです‼】
市川男性合唱団の皆様、今晩は‼
≪日本を代表するソリストや演奏家と、フォーレのレクイエムとモーツアルトのミサ曲ハ短調を歌いませんか？≫
【グレイス合唱団では、2018年9月のフォーレのレクイエム＆モーツアルトのミサ曲ハ短調　公演に向け、　　合唱団員を募集しています！　名曲中の名曲を２曲歌える　豪華版コンサートです‼　】

響き渡る感動！！　
☆☆合唱が大好きな皆様、是非、日本を代表する素晴らしい、ソリストや演奏家の方々とご一緒に、一生の思い出に残る感動的な【　フォーレのレクイエム＆　モーツアルトのミサ曲ハ短調　】　を歌いましょう！
最高の合唱　最高のハーモニーを、心を一つに、天に向かって高らかに歌いましょう‼　　

☆　合唱の経験が無くても、心配ありません。音楽を愛する方なら　どなたでも歓迎します！

☆　チャリティー・コンサートの収益は、世界中の飢餓に苦しむ人々への食糧支援や、アジア各国からの貧しい留学生を支援する団体、新宿・渋谷のホームレスの支援にお捧げします。

Ⅰ．公演日　：　2018年　9月15日(土)　午後1時半～開演　予定
Ⅱ．会　場　：　練馬文化センター　大ホール
Ⅲ．演　目　：　【　フォーレのレクイエム　と　モーツァルトのミサ曲ハ短調　】チャリチィー公演
Ⅳ．ソリスト：　Sop/ 遠藤久美子、坂井田　真美子　　Ten/ 鳥海　寮　　Bass/ 稲垣俊也　

Ⅴ．特別協力団体：東南アジア文化友好協会
Ⅵ．後　援　：　日本国際飢餓対策機構、クリスチャン新聞、キリスト新聞社

☆グレイス合唱団のホームページ：http://www001.upp.so-net.ne.jp/c-grace/Grace-Choir-Wanted.htm　
で過去の演奏もお楽しみいただけます!!
☆ご質問は　ご遠慮なく、お寄せ下さい。c-grace@mx7.ttcn.ne.jp

☆練習会場、練習日程、練習番号…等、ご確認の上、お越し下さい。大歓迎致します‼
☆練習は原則として、　毎週　土曜日　午前10時30分～　午後1時　　但し、第５土曜日はナシ！　
☆練習会場は　：学生の家　：新宿区百人町　2－23－27　　０３－３３６２－２２７１

☆youtube エリアより: https://www.youtube.com/watch?v=pFh2KMEgsfM 

· #95
田中安茂 (土曜日, 17 3月 2018 07:14)

https://m.facebook.com/story.php?story_fbid=1178895345577639&id=100003715555888 

· #94
ひらの (火曜日, 21 11月 2017 18:58)

今後の提案
　練習時間　少ないと　思います
もっと　練習しないと
練習時間　19時30分」から20時50分　
休憩　一度しますから　実質　練習時
一時間　ちょっと
一か月　６時間程度か　少ないと思いません！

· #93
篠原 (火曜日, 17 10月 2017 13:06)

石井さんと平野さんの遣り取りを楽しく拝読させて頂きました。
男気があって気取りのない平野さんの文章に、詩を読んでいるようなほっこりした気分になりました。こんな短い文章にもしっかり人柄が滲み出るものなのですね。
また書いてください。

· #92
平野 (木曜日, 05 10月 2017 20:46)

石井さん
　早速読んでいただいて　ありがとうございます
　親父　　どうゆうわけか象牙の麻雀パイ
持ってたんですよ　それに　パチンコ好き　よく　景品
持ってきてくれました　多分　私の親父は　ばくち好き
だったと思います　競馬が趣味になったのは　多分親父の
ばくち好きが　遺伝したんだと思っています
ほんと　子供の頃の　ちょっとした言葉に　人世　影響
受けているんですね 

· #91
T2　石井久一 (水曜日, 04 10月 2017 20:10)

平野さん
　昔の思い出をお読みいただき有難うございました。　
　小学生時代の先生に言われた一言が、その後の人生に大きな影響を及ぼすことがありま　　すね。
　　絵が上手いと言われて画家になった人もいます。
　人間小さい時の出会いが結構大事と思います。
　ところで、競馬好きはどなたの影響でしょうか。

· #90
セカンド　平野 (水曜日, 04 10月 2017 08:15)

汽車ポッポ　丹内さんのお知らせでトピックス読みました
石井さんの子供の頃の　懐かしい思い出　ですね
その時のちょっとした思い出が　今趣味になっているんでしょうね
私にもよく似たちょっとした思い出があります
例えば　図画の時　フレーミングの法則の手を描けといわれて　できるだけ忠実に書いたところ　先生から　「もっとよく見て」と指摘され　俺　図画下手なんだと思いこんだことを思い出します　以来絵は描きません　定年になって　合唱をはじめ　子供に買ってやったピアノで音をとるようになったある日　自分の手が異常に小さいことにきずきました
指が異常に短いことを　一オクターブにまったく届かないことを
　突然　当時の先生のあの時の言葉を思い出しました
そんな短い指があるか　「もっとよく見て」と指摘したんだ　僕の手をちゃんと見ていなかったんだ　
こんなこともあります　学芸会で踊りをやらされた時　憧れの先生
（女性）が　プット笑って　ー男の子ってこんなんかしらー
以来　踊りはやりません

· #89
平野進 (月曜日, 02 10月 2017 08:15)

朝日新聞は取っていません　掲載する日日が判れば買ってきます
ので
５中の金賞　ほんとにすごい
俺も中学時代に少しでもやっておけばなあ　今頃役に立っていただろうに
あの頃は　スポーツばかりやっていたなあ
井戸の水　がぶ飲みして　バカ！　怒られたなあ
今　スポーツ役に立ってないし　水もこまめによく飲めといわれるし 
· #88
T1 丹内　寛 (日曜日, 01 10月 2017 23:52)

田中先生が指導する市川市立第5中学校が全日本合唱コンクール関東大会で、今年も見事に金賞（1位）を受賞しました。嬉しい限りです。その指導力に感服します。
同じ指導を受ける我々としては中学生ほど吸収力が望めない年齢ですが、そこは歌への思いと人生経験でカヴァーするしかありません。定演まであと1ヶ月半、練習を重ね田中音楽を存分に歌い上げましょう。 

· #87
T2石井久一 (木曜日, 28 9月 2017 12:59)

家の建て替えに伴い、新聞を朝日新聞に変えたところ”定年時代”が織り込まれるようになりました。
この中に「懐かしい歌とともに　私の思い出」という投稿欄があります。
　この投稿欄に応募したところ、書いた文章が採用され１０月上旬号に（東京版）掲載されることになりました。
　書いた内容は、戦争で一家が長野県小県郡に疎開して私が生まれ、小学校の低学年の時に東京へ戻る時に丁度小学校の講堂が建てられ、その落成式に「汽車ポッポ」を歌った思い出を書いたものです。
　興味のある方は、定年時代を読んでみてください。 

· #86
利部義男 (月曜日, 14 8月 2017 16:14)

素晴らしい二日間の合宿でした。団長さんはじめ、役員の皆さんのお蔭で充実した時間を過ごすことが出来ました。益々、市川男声が好きになりました。合宿で学んだ表現の仕方を
忘れずに取り組んでいきたいと思っています。今は、感謝の気持ちでいっぱいです。有難う御座いました。　　　　　　　T１　利部義男 

· #85
笠原 颯真 (月曜日, 14 8月 2017 11:26)

市川男声の笠原 颯真です。
一泊二日の合宿お疲れ様でした。

初参加の為、感想を書きます

1日目、早朝にも関わらず団員の皆様は若者よりも早く現地に着いており非常に驚きました。河合先生、田中先生、岩撫先生のピアノの元で練習ができたことが幸せだと感じます。夜はレ・ミゼラブルの『民衆の歌』を演奏させていただきました。普段はあまり緊張をしない自分ですが、今回は緊張のあまりに支えが浮いてしまって音程が定まらませんでした。でも、ソロをやると自分も成長したような気がしますね。最後までご視聴ありがとうございました。その後の宴も少しだけ参加させていただき、大人の世界を勉強する事が出来ました。

2日目、朝はすみませんでした。若者（学生）は部屋でポカーンとしてました。心配をおかけしてすみませんでした。朝食はしっかり食べましたので大丈夫です。部屋を出てホールでの練習、定期演奏会のイメージがまだ少しですがほんのちょっと掴めた気がします。『HANA』を何より頑張りたいと思います。（あの5人組も笑）

今後も迷惑をお掛けすると思いますが、どうぞよろしくお願い致します。楽しかったです！ 

· #84
T1 丹内　寛 (火曜日, 01 8月 2017 08:51)

市川市合唱連盟主催の合唱講習会に参加しました。講師は田中安茂先生ピアノ伴奏は岩撫智子先生でした。参加者は約150名　男性は50名程度でその約半数が市川男声でした。
練習曲はこの秋の市川市合唱祭の合同演奏で歌う三善晃の「唱歌の四季」でした。3時間で5曲を仕上げました。田中マジックとピアノに乗せられて、存分に歌うことができました。
指導されるたびに一段と良くなる歌声に、特に女性陣は魅了されたようでした。
何かわれわれも誇らしく感じ、毎週この先生に指導を受けている幸せを実感しました。
講習後有志で先生を囲んでの打ち上げ会も盛り上がりました。先生お疲れ様でした。

· #83
T2　石井久一 (水曜日, 05 7月 2017 10:01)

今朝の新聞で興味を持ったコラムがあったので、紹介します。
　音楽にまつわる技術で最も重要なことは「聴く技術」である。大勢の人が集まって演奏する場合、どの様に絡み合っているかが全体の美醜に関わる。人間のやる演奏には”訛り”のようなものがあって、機械のように正確なリズムを刻むことが出来ない。このため演奏が調和するための音符の置きどころもズレたり揺らいだりしている。正しい場所に音符を置くためには、周囲との調和を聞き取る技術が必要。
さらに言えば、音の良しあしを聞き取れなければ、自分の演奏の良しあしも判断できない。つまり、演奏力とは「聴く技術」である。
　これを書かれた人は、ロックミュージシャンの後藤正文さんです。 

· #82
B1 加形　護 (月曜日, 03 7月 2017 11:59)

暑いですね、熱い　ι(´Д｀υ)ｱﾂｨｰ
昨日は、半夏生。気になっていた　メイクイーンの採り入れました。
合唱セミナーで教わる唱歌の四季の音取りをしながら。
麦わら帽子被って、途中でスポーツドリンクに見ながら、そして車でクーラーガンガンに
かけて休みながら。
さすがに、ばてました。今日はもっと暑いようです。皆さん、熱中症にはご用心！ 

· #81
T1　丹内　寛 (月曜日, 03 7月 2017 08:56)

昨日7月2日　IMCホームページのアクセス数が　40,000回を超えました。
日頃のご愛顧を感謝します。
これからもより良い紙面にすべく、皆様からの活発なご投稿をお願いします。 

· #80
T1　丹内　寛 (木曜日, 29 6月 2017 08:46)

IMC HP　のご愛顧いつも有難うございます。
因みに　アクセス数　30,000回は昨年2016年4月22日　で石井団長がゲットしました。
幸運の？　40,000回はどなたでしょうか。

· #79
T2　石井久一 (木曜日, 29 6月 2017 07:53)

HPへのアクセス数が39,915回となり、40,000回まで残り85回となりました。
２～３日で達すると思われます。
ヒットしましたら、ここへ感想の書き込みをお願いします。 

· #78
Ｂ２　日光俊勝 (木曜日, 08 6月 2017 21:16)

６月４日、千葉県文化会館で開催された県合唱祭Ｄブロックに参加いたしました。
「蔵王讃歌」「ふるさと（室生犀星・磯部俶）」を演奏いたしましたが、今年も中高生を中心に多くのご講評をいただきました。「迫力のある演奏」「重厚な低音部の響き」「きれいで柔らかい高音部」「心が1つになった繊細な表現」など望外の好評に感謝しております。これを励みに１１月１８日の定期演奏会に向けて頑張りたいと存じます。ご講評を寄せてくださった皆様、本当に有難うございました。この場を借りて御礼申し上げます。
　また今回は二人の方が、市川男声としての初舞台を踏みました。Ｔ１の利部さんは学生時代から長年合唱を続けて来られた方です。Ｂ１の笠原さんは今春、市川五中を卒業したばかりの高校１年生（昨年の山口さんに続き二人目の高校生団員）です。このお二人の存在が今の市川男声を象徴しています。合唱経験の有無、長短を問わず、幅広い世代が集う合唱団を目指しています。ともに歌う仲間を常にお待ちしています。

· #77
B1-吉武千春 (火曜日, 06 6月 2017 10:08)

千葉県合唱祭のゲネプロを休み、当日は、田中先生の指揮を何とかついて行ったのが正直な感想です！実は、夏の音楽祭セイジオザワフェスティバルのチケットの前売りから、長野の伊那へ、金曜日からテントを張り希望公演を求めました。小澤征爾とは、54年前、N響ボイコット事件後、翌年成人式の日、井上靖等の呼びかけで、小澤の音楽を聴く会が、日比谷公会堂で、開催されたのが、小澤、生音楽を知るスタートでした。小澤フェスティバルも今年で26年目略毎年観客として小澤を聴いてますが、音楽の奥深さが増し、心の財産として培っております。田中先生も小澤の孫弟子から、小澤節が、見られ、大変に惚れる合唱が醸し出されております。〆 

· #76
笠原 (月曜日, 05 6月 2017 23:52)

お疲れ様でした。
市川男声としてまた、高校生としての初舞台は自分の中で成功に終わりました。前日から本番まで気が高ぶらと同時に緊張感をおぼえ中学生とはまた違う体験をすることができました。
精一杯努力しますので今後ともよろしくお願いいたします。 

· #75
石井久一 (月曜日, 29 5月 2017 08:54)

市川男声合唱団は、６月１日をもって設立以来２４年目に入ります。男声合唱団が以前より衰退している中で、継続してこられたのは諸先輩方の努力の上にあると常日頃より感謝しております。また、受け継いでいる”メンタルハーモニー”をモットーとして練習に励んでおります。
　ところで、当団に二人目の高校生が入団してくれました。最高齢者との年齢差は、６０歳ありますが、合唱という目的のため年齢差はありません。団として受け入れの体制を検討し保護者の方とも連絡を取って進めて参ります。６月４日の千葉県合唱祭には初参加して、８月の合宿にも参加の予定です。
笠原颯真君、本分は尽くして一合唱を楽しもう。 

· #74
T2　石井久一 (火曜日, 28 3月 2017 10:42)

26日(日)に合唱団の先輩からチケットを頂き、新日鐵住金本社合唱団の「第3回演奏会」を聞いて来ました。この合唱団の前身は八幡製鐵本社合唱団として、昭和30年代に設立され産業人合唱コンクールで連続して優勝する等、歴史のある合唱団です。会場は紀尾井ホールで初めての会場であったので、こちらにも興味がありました。”紀尾井町”は、それだけでも古い歴史のゆったりとしたたたずまいが感じられます。JRの四ツ谷駅麹町口からソフィア通りを歩いて上智大学を左に見て、聖イグナチオ教会、大名の屋敷跡の看板を過ぎるとすぐのところにありました。
　紀尾井ホールは、新日鐵住金文化財団が運営しておりその昔に新日鐵コンサートもやっていたことを思いだしました。
演奏会は第一ステージ「良寛相聞」（作曲　千原英喜　作詞　良寛・貞心尼）で、4曲からなる混声合唱組曲でした。第二ステージは、オーケストラの伴奏付きでレクイエム　ハ短調（作曲　ケルビーニ）で入斎唱からアニュス・デイまで7曲からなる構成で、この曲は初めて聞きました。第三ステージは「ふるさとの四季」（編曲　源田俊一郎）で故郷に始まり故郷で終わる12曲でオーケストラが付きました。メンバーは、女声21名、男声17名で編成されておりましたが、歴史に裏付けされた無理のない良いハーモニーが響きました。途中で男声合唱になる部分がありましが年齢を感じさせない若いハーモニーが聞こえました。
帰りは、総武線の電車に乗ると見えるグラウンド、桜の土手に上がり帰りました。 

· #73
T2　石井久一 (日曜日, 12 3月 2017 09:14)

”卒業ソングの季節”のタイトルで卒業式にどんな歌が歌われているか新聞記事があったので、紹介します。２０１４年のランキング・・・１位　卒業写真（松任谷由実）２位　旅立ちの日に（埼玉県の中学校長先生と音楽教師が作った）３位　さくら（独唱）（森山直太朗）３位　YELL（いきものがかり）　５位　贈る言葉（海援隊）となっている。１００年以上歌い継がれている「仰げば尊し」は、１８８４年（明治１７年）に小学唱歌集に掲載された。「蛍の光」は原曲は、スコットランドの民謡で歌詞の頭は中国の故事「蛍雪の功」に由来している。
　なぜ、皆で歌うと感動するのかについてはフリーアナウンサーの原良枝さんが”声は身体の中を巡ってきた呼気が発するもので、生々しい身体の一部。そこには霊的なものも含まれている。同じ歌を歌う安心感や、声を揃えて歌い上げる達成感が広がり、感動となって行くのではないか。感動が共振するのが卒業ソングなだろう”と語っている。 

· #72
稲田道憲 (金曜日, 10 3月 2017 10:23)

サウジアラビアの王様が１２日東京にやって来る。
１０００人の随行員を引き連れ４日間の滞在だ。
いくつもの大手ホテルのワンフロアを貸し切る。既に専用飛行機のエスカレータ付きタラップが運びこまれている。この滞在にどの位の金を使うのか貧乏人の私には想像がつかない。
昨日、私へ一通の郵便が届く。国連WFP（World Food Programme）からだ。５，０００円を寄付すると一人の子供に１年間栄養たっぷりの給食が届けられるという。ふと私の頭をよぎる。合唱曲クレーの絵本「黒い王様」だ。「お腹をすかせたこどもは、お腹がすいているので悲しかった」「お腹がいっぱいの王様は、お腹がいっぱいなので悲しかった」私も悲しかった。 

· #71
T1　丹内　寛 (火曜日, 07 3月 2017 08:57)

船橋市合唱連盟主催の合唱講習会に仲間7名で参加しました。片山みゆき先生が講師でした。やなせたかし作詞木下牧子作曲「さびしいカシの木」の歌唱指導をしながら、発声や譜面の読み取り方など合唱の奥義（基本？）を話してくれました。4時間の長丁場でいささか疲れましたが、幾つになってもいろいろ教わり納得することがあるものです。 

· #70
T1　丹内　寛 (金曜日, 27 1月 2017 09:31)

「武満徹・音楽創造への旅」立花隆著　文芸春秋社を読みました。天才武満徹を見事に描いています。のみならず音楽・音に対する思想の遍歴、そうして人生の哲学を知ることができ感銘しました。780ページに活字がびっしり詰まった分厚い本で読みきるのが大変ですが、時間と興味のある方にお薦めです。
前衛的なクレーの絵は武満徹も好きだったようです。「クレーの絵本」三善晃の音楽をどのように歌って感動を届けるか、歌う立場としてまだ解は得ませんが、チャレンジする楽しみが湧いてきました。

· #69
T2　石井久一 (土曜日, 17 12月 2016 09:10)

今年の活動は、昨日の通常練習で全て終了しました。田中先生と音取りをする「移動ド」と「固定ド」について議論し、いつもと違った最終練習となりました。
　この１年を振り返ってみますと、十代から七十代までの団員が入団されたこと、主幹事を務めた京男連の演奏会が盛況のうちに終わったことが上げられます。
ところで、今年１年練習をした「HANA」の中の「世界に一つだけの花」についての記事が
朝日新聞に掲載されていたので、書いてみます。年内に解散をする事になっていますが、この曲は３００万枚売れて教科書にも載り、２００３年のランキング１位で２位は中島みゆきの地上の星のエンディング曲「ヘッドライト・テールライト」でした。この曲を聞いた方々の感想は、次の様です。
・オンリーワンが大切という考え方に共鳴した。５人の個性が輝くSMAPが歌うから説得力　があった（３７歳　男性）
・決してうまいわけではないのに、５人が合わさった歌声は唯一無二の存在（４６歳女性）
・メッセージを話し、心を込めてパフォーマンスする姿に鳥肌が立った。（４８歳　女性）
・圧巻の存在感と心を打つ歌声に釘付になった。誰もが認める国民的スターが誕生した（５６歳　女性）
・子供の障害がわかり、途方に暮れながら商業施設を歩いているときに、流れてきたこの歌　に心を打たれ、涙した。（５２歳　女性）
　改めて感じたのは良い歌は、人を感動させ、勇気づけるものです。 

· #68
T2　石井久一 (土曜日, 03 12月 2016 20:50)

昨日、当団に１名の団員が増えました。
１１／２３の京葉男声合唱連合の演奏会にお見えになり、入団をお決めになりました。
指導頂いている田中先生の先輩にあたられ、過去の合唱経験は素晴らしいものをお持ちです。
１６歳から７０？歳まで受け入れて、多様性のある合唱団を目指したいと思います。
利部さん　ご一緒に楽しみましょう。 

· #67
セカンド　平野 (水曜日, 23 11月 2016 21:45)

終わりました
経団連
今は　あゝ　終わった　今年も参加できた　の思いです
今回　初めて　孫を呼びました　小学３年生
男声合唱なんて　チャンと聞いてくれるんかしら？
記念写真にちゃんと納まってくれたので　まんざらでもなかったみたいと
安どしました
今頃　みんなますます盛り上がっているんだろうな　と思いは瀬つつ、
私は　もう寝ます
２日は　蔵王ですね　「吹雪」私にとって絶望です　　こんな高い声　出ません
ファルセットでも　むつかしいと思います　変な声出すより　歌わないほうが
正解と思っております


· #66
Ｂ２　日光俊勝 (土曜日, 19 11月 2016 21:03)

３年程前まで、市川男声のボイストレーナーをお願いしていた、宮脇　臣　先生。その後イタリアはシチリア島に声楽（オペラ）の修行に出られておりましたが、この度無事帰国され、凱旋のリサイタルが本日（１１月１９日）八重洲のホールで開催されました。稲田さんから紹介を受け、石井団長、平野さんと３人で行って参りました。
宮脇先生は、私たちのボイストレーナー当時はまだ、芸大の学生さんであったと思いますが、とても熱心で体当たりの指導をしていただきました。私たちとともに悩み、成長する、そんな先生でした。イタリアに行かれてからも、定期演奏会に電報をいただいたり、ご両親が楽屋にご挨拶に見えたりと、いつも気にかけていただきました。
シチリア島でのたった一人の武者修行は、苦労も多かったことと思いますが、人間的にも歌唱の面でも一回りも二回りも大きくなった姿を見せてくださいました。
第１部のオペラ・アリアから第２部のカンツォーネ、シチリア民謡など、素晴らしい艶と張りのある声に圧倒されました。トスティの「ラ・セレナータ」、「アマポーラ」、マスカーニの「アヴェ・マリア」、ゴッドファーザー愛のテーマの原曲「もっと小声で」、「つれない心（カタリ、カタリ）」などなど、あっという間の２時間でした。
これからの益々のご活躍を祈ります。ぜひ応援していきたいと思います。
（なお、２３日のＫＤＲ演奏会にはお出でいただけるとのことです。） 

· #65
T1　丹内　寛 (月曜日, 14 11月 2016 15:15)

11月13日（日）市川市文化会館で開催された市川市民合唱祭のアンケート結果です。
１　世界に一つの花は、とても若々しく素晴らしかったです。世の男性は家に引きらず、合唱団に入るべきだと思いました。　　　　　　　　　　
２　とても楽しく聞かせていただきました。Ｔシャツもカラフルでよくお似合いでした。もっともっとたくさん聞いていたいです。２３日、楽しみにしています。
３　泣きそうになりました。若くない男性たちが、一所けんめい、歌っている姿、ステキでした。安茂先生もステキでした。　　　　　　　　　　　　　　　
４　大合唱の迫力は、聞くものたちを感動にひたらせてくれました。　
５　リンゴ追分って、天才少女ひばりを思い出しますが、なつかしく大きくなった人の心もつかんでいるのですね。元気いっぱいカラフルで楽しかったですよ。
６　迫力がありとても良かった。ＨＡＮＡも相変わらず聞きほれました。
７　すごく若くて、リズミックで美しい音色でびっくりしました。ゆっくりじゃなくて、どんどんステキな合唱団になるんですね。明るい美しい音と力強さをとてもとても幸せに感じます。皆様と田中先生がステキなんですね。　　　　　８　昨年も聞かせていただきましたが、今年もとても迫力があり楽しませていただきました。男声合唱の「赤いスイートピー」がとても素敵でした。（市川市立第五中学校　保護者様）＊いつもお世話になっております。

· #64
T2　石井久一 (金曜日, 11 11月 2016 16:07)

総武線沿線の男声合唱団で構成された京葉男声合唱連合（京男連）は、隔年で実施している演奏会《第７回演奏会》を今月実施します。
　６団体個別の演奏の後に、総勢１９０名による男声合唱を演奏しますので、会場まで足をお運び頂き、重厚な低音が響く男声合唱をお楽しみください。
　　　日　時　　１１月２３日（祝・水）　会場　１３：００　開演　１３：３０
　　　場　所　　市川市文化会館　大ホール（JR総武線　本八幡駅下車　徒歩１０分）
　　　料　金　　全席自由　１，０００円（当日会場で購入出来ます）
個別演奏曲
　・合唱組曲「富士山」より抜粋４曲　「落葉松」ソプラノソロあり
　・男声合唱メドレー「昭和浪漫」
　・合唱組曲「旅」
　・合唱アラカルト「ヨーロッパの名曲集」
　・合唱組曲「俺のふるさと」
　・ヒットメドレー「HANA」
合同演奏曲
　　合唱組曲「水のいのち」より抜粋３曲 

· #63
Ｔ２　石井久一 (月曜日, 31 10月 2016 08:49)

昨日、香川県高松市で行われた全日本合唱コンクール全国大会に於いて、田中安茂先生の指導される市川市立第五中学校は、金賞を受賞し合わせて高松市長賞（全国第２位）を受賞されました。おめでとうございます。朝日新聞の記事によると２０１１年にたった７人で発足しここまで駆け上がってきたのはうれしい限り。均整のとれた響きで、当然と言える２年連続の金賞をつかんだと書かれています。
　中学校の合唱部を思うと毎年、鍛えた３年生は卒業し、１年生部員を集めて育てることの繰り返しです。時には大きな声で指導することもあり、声がかれることもあります。
また、思春期の中学生の生活指導をされることあるでしょう。
様々な困難があってもこうして続けておられるのは、やはり先生は”合唱”が大好きなんでしょう。
先生、暫くは止められませんね。 
· #62
小沢　直樹（Ｔ2） (木曜日, 01 9月 2016 17:59)

初めての合宿、適度の緊張感とすばらしい練習環境。楽しかったですよ。
ただ、年のせいもあるのか少々疲れましたね。家に帰って一杯飲んだら熟睡でしたよ。
以下に合宿の感想を書きます。
★　何回も合宿を重ねて習練されてきたんでしょうね。
　　練習スケジュール等スムーズで無理なく入っていけました。
　　でも、合宿担当役員の皆さんには種々ご苦労も多かったことと思います。
　　ありがとうございました。感謝、感謝です。
★　今回の練習時間等（１曲当たりの練習時間）については概ね満足しています。
　　ただ、先生の指導が素晴らしいこともあって、もう少し時間があれば完成とは言えない
　　までも、かなり良い線までいく曲が何曲かあったように思います。
　　曲により練習時間にメリハリをつければ、また違った達成感を感じられるのではと思い
　　ます。
★　とにかく充実した２日間でした。ありがとうございました。
· #61
Ｔ２　石井久一 (月曜日, 15 8月 2016 09:28)

１３，１４日と２日間の合宿、大変お疲れ様でした。
　今回初めて参加された新人の皆様、感想は如何でしょうか。合宿は、団の行事として大切なものとなっておりますが、今回はトラブルも無く無事に終了することが出来ました。
指導頂きました３名の先生の皆様、ありがとうございました。
　次の目標は１１月２３日の”京葉男声合唱連合第７回演奏会”となりますが、６団体の演奏順としては最後になりますので、今回の成果を発揮して締めにふさわしい演奏をしましょう。
　最後に早くから企画し、実施を担当した（Ｂ２）パートの皆様にご苦労様と同時に感謝を申し上げます。 

· #60
Ｔ2平野　進 (金曜日, 15 7月 2016 07:17)

奥山さんが　優勝ですか　ゴルフができるなんてほんとにうらやましです
私など　10数年前トップの稲田さんとプレーしたのが最後です
実は1年前に1度だけ打ちっぱなしに出かけたんですよ　どんなものかと思いなしてね
バックが重くて　こんなに重いのか　
さてまずピッウングから　あれれ！
なんだこりゃあ　かろうじて当ったものの右へチョロチョロ　何度振ってもチョロチョロ
そのうち左手の皮がめくれ　それでも　ドライバーなんぞ持ち出して　一振り
なんだ　コリャア　
あきらめて　残りの球を知人の籠に明けて　これが最後でした

· #59
B1吉武千春 (木曜日, 14 7月 2016 15:05)

第26回IMCゴルフコンペ(7月13日)参加雑感！
前回IMCゴルフコンペ優勝して、幹事役でマイコース米原GCでのコンペ開催での一言！。台風1号の余波から天候は不順！合唱団の皆さんはゴルフでも歌こそ歌わないものの表現者としての個性が120%出される！明るく、経験豊かな会話に翻弄される！今回は3組構成で、私は1組目！オールバリトンメンバーで、元気者一杯から、天気なんぞクソ食らえ！因みに、米原GCは、戦略的コースと言われ、池も多くグリーンも易しくは無い！プレーヤーの心理をつき、弱者の私などすぐ溺れる！作曲家の難曲と同様、敢えて、不協和音を作り、曲想にアクセントと深みを付けるのと同様だ！特に、バリトンパートはその旋律を求めら難行苦行！然るに、日頃の苦労から心理的には強い筈なのにそのトラウマに陥る！だが、今回初優勝者の奥山さんは、お仕事の百戦錬磨の経験賢者から、設計者の罠に引っかからず、スイスイと乗り越える！冷静沈着の言葉は正に奥山さんのことを言うのだろう！今迄、二位、三位等で、優勝が無かったのは、不思議なくらいだ？！今休団中の辻さん(５位)もゴルフには夢中！熱心なバリトンパートリーダーとしての経験もお持ちの先輩からするとプレー中も明るい会話は止まらない！嘗ての名プレーヤーは、凄すぎる飛距離等、片鱗も見えますが本人はやや不満な感触！次回の優勝を大いに期待したい！バリトンの名物役者、木村さん(lucky7)は、いつものお酒をエネルギーとしてゴルフに望む！特に、今回は自分の棺桶？に入れるバージンの木製パータを自慢げに用意！難グリーンもなんのその！考える間も無くスパスパ入れる！本人もご満悦！体格からして飛距離も飛び、パータも上手い！ハンディー29は虚偽申告でないかと思うも、適当に力抜きの営業ゴルフか？次回優勝者として記憶しておこう！さて、最後に私ですが、バリトン経験が浅く、作曲家のマジックにいつもハマり、トラウマから逸脱出来ず状態と同様にゴルフ設計者のマジックに嵌りっぱなしで、良いところなし！次回に、楽しい挑戦をしましょう！
改めて、奥山さん見事な優勝おめでとうございます！
放課後のIMCゴルフ活動も話題豊富、経験豊富なメンバーとの1日を共にするのも楽しからずや！
B1 吉武千春

· #58
石井久一 (土曜日, 02 7月 2016 09:37)

昨日、40数名の参加の下に第23期の団員総会を開催しました。団創設以来今年で23年になります。前期の活動報告及び会計報告、今期の活動計画及び予算を審議して承認されました。趣味の団体には、盛り上がる時期、停滞する時期があると思いますが、当団は幸いにも
前年より団員が5名増え益々充実して参りました。
田中先生の情熱のこもったご指導、岩撫先生の豊かな経験に基ずくピアノ伴奏、練習会場の確保等恵まれた条件で毎週金曜日に集っております。
　男性も寿命の延びた今日、何かをして過ごしませんか。合唱してみませんか。
歌好きの方であれば、いつでも歓迎致します。 

· #57
T2平野進 (水曜日, 29 6月 2016 09:49)

「クレーの絵本」　やるんですね
すっかり忘れていましたが昔此の楽譜買ってました
ちょっと見て　難しそうで　そのままほってしまっていました
改めて今ユーチューブで見たところ　関学グリ―のが出てきました
中々ハイカラな合唱です　俺歌えるかしら？
今　ハモラーズでゴダイゴに挑戦してますがリズムが早くなるところが
どうしてもついていけません
クレーをマスターしたらきっと若返った気分になれるだろうな
ついていけなかったら　落ち込むだろうな


· #56
Ｔ２　石井久一 (月曜日, 20 6月 2016 18:34)

昨日、京葉男声合唱連合の第７回定期演奏会合同演奏曲「水のいのち」の１回目の練習を実施しました。
　１５０名程度の参加者であったと思われますが、田中先生の熱い指導の下
抜粋３曲の練習は、かなりの成果がありました。
１１月２３日（水・祝）市川市文化会館での本番に向けて練習を重ねて参ります。
２００名の男声合唱をお聞きになりたい皆様、是非会場へ足をお運び下さい。 

· #55
BI 加形　護 (水曜日, 08 6月 2016 22:34)

憧れだった市川男声合唱団での初ステージ：「HANA」。緊張も、指揮：田中先生の大きな笑顔で一瞬に取れた。表情も含めた解り易い指揮で、若かりし頃の心境になり、心弾むように、しっとり、切なく、甘く、そして懸案だった「さぼてんの花」のリズムも、他のメンバーに付いて行って、何とかいけた。「ハナミズキ」は、息が詰まる位、心を込めて歌った。最前列の高校生が見つめているのがわかった。ほぼ自己満足。しかし、翌日、HP内に入れていただいた録音を聴く。マイクの位置もあるが、BIのボリュームが大き過ぎ？リズムも微妙にズレている箇所がある。まだまだだ！田中先生、岩撫先生、あと100回練習します。次のステップに向けて。
　それにしても、「優しい第三者の目」さん、有難うございます。 

· #54
T1　丹内　寛 (火曜日, 07 6月 2016 08:45)

「優しい第三者の目」さん　温かいご講評有難うございました。
今秋の京葉合唱連盟演奏会ではさらに磨きをかけて、今度は「HANA」全曲（8曲）を歌います。
お楽しみください。こんごもご支援をよろしくお願いいたします。 

· #53
優しい第三者の目 (日曜日, 05 6月 2016 19:11)

千葉県合唱祭の演奏を会場で聞かせていただきました。
三沢治美さん編曲の曲は最近、あちこちの演奏会でよく聞きます。
男声合唱版の「HANA」を聞いたのは初めてで新鮮な印象を受けました。
今日の市川男声合唱団の演奏では難しいリズムも上手くまとまっていて、心地よく響いてきました。
お疲れ様でした。次も期待しています。 

· #52
T2石井久一 (日曜日, 15 5月 2016 17:26)

先週の練習日に前の週に見学に来られた小沢さんが入団されました。
入団の動機は、昨年11月に開催された第10回定期演奏会を見て、男声合唱の温かみのあるハーモニーを聞き、歌ってみたいと思われたとの事でした。
　他の合唱団にも所属されており、即戦力となられます。
小沢さん、男声合唱団もいいものです。
一緒に楽しみましょう。 

· #51
稲田 (土曜日, 23 4月 2016 13:51)

おめでとうございます！我が団のホームページのアクセス数が３０，０００件を超えました。ＨＰ運営に関わった皆様、感謝申し上げます。ＨＰによる情報発信は団内だけでなく、外部の様々方々にも届いています。その一例が、入団者がこのＨＰを観て入団する人が多いという事です。演奏活動等の様々情報が更新され、一合唱団のＨＰとしては異例のアクセス数となりました。
振り返れば、それまでのＨＰは石井団友に管理して頂いておりましたが、団員自身で運営した方がより活性化するとの彼の提案により、２０１２年１２月に現在の内容構成と自主運営体制となりました。今後もこれまで以上の情報発信を期待したい処です。

· #50
T2石井久一 (土曜日, 23 4月 2016 09:26)

昨日、当団に１６歳の若者が入団してくれました。
パートはバリトンです。
田中先生の指導された高校１年生です。
これで団平均年齢がかなり若くなります。
　お互いに刺激を受けながら、楽しい合唱人生を過ごしましょう。
　　山口君、よろしくお願いします。 

· #49
T1 丹内　寛 (金曜日, 22 4月 2016 10:39)

石井団長　30,000回ヒットおめでとうございます。
日頃から団のことをいちばん考えている人に、幸運？は巡ってきます。
ともあれ新しいホームページになって3年足らずで、30,000回のカウントを数えました。ひとえにご愛顧いただいている団内外の皆様のお陰です。HP編集チームを代表して感謝いたします。
これからも団内外の皆様に見ていただけるよう努めますので、話題の提供、投稿や忌憚のないご意見をよろしくお願いいたします。 

· #48
T2石井久一 (金曜日, 22 4月 2016 09:18)

丹内様
　30,000回ヒットしました。
　振り返れば、稲田団長当時にHPをリニューアルして魅力あるものにしたいと　委員会を設けて進めました。
　　その後、アクセス数が増えて40回／日程度になりました。
　現在、HPをメンテして頂いているメンバーの皆様大変有難うございます。
　おかげ様でこのHPをご覧いただいて、入団を希望される方も増えたと思い　　ます。
　　団員数60名を目標としますので、今後もよろしくお願いします。 

· #47
T1　丹内　寛 (金曜日, 22 4月 2016 09:03)

今朝8時45分私が開けたHPのカウントは　29,999　でした。
次の方が幸運？の　30,000回です。
さてどなたでしょうか。 

· #46
T2石井久一 (水曜日, 20 4月 2016 11:21)

本HPをご覧になっている方は、気づかれておられると思いますが、アクセス数が間もなく３０，０００回となります。
　ヒットされた方は、ここに書き込み下さい。
何か記念になる事を考えましょう。 

· #45
Ｔ２平野 (月曜日, 28 3月 2016 15:49)

山下さんの前で歌っていた人　私の知り合いです吉田さんといいます
まさか彼では 

· #44
T2石井久一 (月曜日, 28 3月 2016 08:59)

　丹内さん　昨日はお疲れ様でした。
おっしゃる通り、聞くことも楽しいですがやはり歌う事が一番ですね。
次回我々が歌うのは、ハモラーズで４月２９日老人施設の慰問演奏会になります。
　ところで昨日の市川市文化振興財団主催の第九の話ですが、参加した山下さんから、第九合唱団のメンバーに見学希望者がいるとの話を聞きました。
又、仲間が増えると嬉しいと思います。 

· #43
T1　丹内　寛 (日曜日, 27 3月 2016 22:40)

今日は市川・第九を聴いてきました。市川男声からも7名の有志が参加し立派に歓喜の歌を歌い上げていました。一緒に応援に行った仲間も感激して聴いていましたが、やはり聴くより歌うほうが一番だねと話していました。わたしもそう思います。
昨日は市川5中の定演で爽やかな若い声に魅了させられました。
今月はあれこれと演奏会を7回も聴いてしまいました。生の音楽を聴くことは本当に素晴らしい。
でも自分が合唱で歌うことが一番楽しいと思います。 

· #42
T1 中村義信 (水曜日, 09 3月 2016 10:17)

やはり、５年前の出来事の話ですが、稲田団長（当時）から、団員の無事確認
のメールが届き、気になるので度々メールを開きました。
刻々と団員無事の知らせが入り、安心した喜びが何故か、市川男声の一体感を
感じたことを今でも、忘れません。それが『和』に通じるのでしょうか。 

· #41
T1　丹内　寛 (月曜日, 07 3月 2016 14:08)

5年前のいろいろな出来事が沸々と思い出されます。
その時に歌った「防人の詩」をトピックス欄に掲載しました。聴いてみてください。 

· #40
稲田 (日曜日, 06 3月 2016 13:37)

私は、５年前の3.11に丁度、津田沼のスポーツジムの２００メートル前を歩いていました。その時、地響音と波立つ大地、電信柱と電線が大きく揺れ、前を歩いている女性が思わず座り込み、私も歩けなくなりました。ＩＭＣの練習前のトレーニングと思っておりましが、直ぐに取りやめ、（ＩＭＣの練習も当然中止）家に帰る交通手段を考えましたが、電車が全面ストップ、わずかに動いていたバスに乗りましたが北習志野駅で降ろされました。そこから家まで１時間かけて歩き帰宅しました。家に帰り、観たＴＶに衝撃を受けました。津波で家々が次々に流され屋根に乗ったまま助けを呼ぶ人、その映像は今でも目に焼き付いています。今年の３．１１は丁度５年前と同じ金曜日です。その年に起きたＩＭＣでの出来事が思い浮かびます。第８回定期演奏会の年でした。”さだまさし”の曲を鈴木先生に編曲を依頼し、練習を開始して日も浅い５月に「防人の詩」を練習していた臨時練習で、指導していた田中先生から突然、「この曲を千葉県合唱祭で演奏しよう。我々はこの曲を歌うべきだ」と提案されたのです。多くの団員は賛同し、それまで練習していた曲を止め、そして千葉県合唱祭で演奏することになったのです。ＩＭＣの演奏は会場を感動の渦に巻き込んだことはいうまでもありません。しかし、この決断は大きな波紋を生む結果ともなりました。それまで、ＩＭＣの為に尽力されていた人と別れがありました。又、ＩＭＣ、ＫＤＲの為に一生懸命活躍された、岡本君との永遠の別れとなった年でもありました。５年前は色々ありました。

· #39
稲田 (月曜日, 22 2月 2016 16:52)

あの時、平野さんの入院を聞いて、病院に見舞いに行った事、そして、第４回定期演奏会の時、奥様と一緒に市川市文化会館の舞台裏に見えられた事（私の初めてのステージでもありました）はっきり記憶に残っています。あれから１２年、平野さんは急速な回復をされ、Ｔ２のそしてＩＭＣにはなくてはならない存在になっています。我々７０歳を過ぎると色々とあります。記憶力、目、耳、体力と皆同じ悩みを持っています。しかし、５０人の仲間によって包み込まれ、大変居心地の良い世界で過ごしています。それは一人ひとりは微力でも大きな力となって、心地よいハーモニーを醸し出し、人々を感動させるのです。私は思うのです。ＩＭＣは一人ひとりに支えられていることを。 

· #38
T1　丹内　寛 (日曜日, 21 2月 2016 08:32)

平野さん　要介護卒業おめでとうございます。
いつも音程・音取りの正確さに敬服しています。まだまだというかますます歌えます。
老人施設での慰問演奏では聴く人達との年齢差がなくなりましたが、いつまでも歌う側でいましょう。 

· #37
平野 (土曜日, 20 2月 2016 21:55)

入団してもう１０数年たちました
前々から思ってました　でも　まったくうまくなっていないと、、、、
こんなに教えてもらって　練習しているのに
さっぱり　上達していませんほんと　自分でもあきれます
最近　あきらめの心境です　
でも　そんな私でも暖かく包み込んでくれるＩＭＣ本当に感謝です
すみません　うまくなりません　でも歌が好きなことは確かです
いつまで来れるか　ふと考えてしまいますが
とりあえず　今はまだ　大丈夫そうです　
よろしくお願いいたします
　ところで此の２月でデイサービスを卒業します　自立と判定されました
実に１０年　容介護１から始まって　一時は要介護２もありましたが
最近はずっと要支援１でした　私のような例はあまりないようですが
考えてみれば　これもひとえに合唱のおかげだったと思います
参加すること　立っている事　声を出すこと　通うこと
参加初年度は病後で　定演に参加すること叶わず　妻に連れられて聞きに行ったんですね　
もう少し参加させてください　
蔵王の楽譜　待ち遠しいです　混声で苔の花を歌ったことありますが　
男声版は初めてです

· #36
T2 森川Ａ (土曜日, 19 12月 2015 15:15)

楽しく歌ってきた2015年も残すところ10日余りになりましたね。
私は昨日の歌い納めに出られず残念でした。

11日の練習時にいただいたDVDを先ほど、ひと通り鑑賞しました。
細部では心残りもありますが、市川男声として全体的に日頃の練習成果を発揮し、素晴らしい演奏ができたことを確認しました。(自画自賛！)
特に「大地讚頌」の最後に思いを込めて声を振り絞り、会場の壁を突き抜けて飛んでいったような感覚には身震いを感じました。
あのステージに立っていたことが夢のようにも思われます。
終わった時の感動は、これからもDVDを観る度に記憶が蘇ってきそうです。

反省点や気づいたことなどは、改めて団員専用ページの落書き帳に書きたいと思います。
ひと言でまとめると、
「感動を有難う！」 

· #35
T2　石井久一 (金曜日, 11 12月 2015 08:01)

　今年最後の演奏会が終わりました。
昨日、恒例となっている東京歯科大市川総合病院にてロビーコンサートを開催しました。この演奏会は、病院が”午後のコンサート”として長い間実施しており、我々は平成12年から参加しております。30分の間に少年時代を始め、先月の定演で演奏した曲、5曲を歌いました。参加者は28名で、田中、永井両PLが指揮をしました。
　MCの山下PLが紹介しましたが、このコンサートを観客（患者）として聞いて、入団された団員が何名かおられます。
途中でふるさとを皆さんと一緒に歌い楽しんで頂きました。
　終わってから今回は、病院にピアノを寄贈した団体の取材があったと聞きました。 
· #34
T2　石井久一 (火曜日, 17 11月 2015 10:25)

　第10回定期演奏会が感動の中に終了しました。
2年間をかけパートごとに役割分担を決め準備し、練習してその成果が実りました。ステージ構成も良かったと思います。第１ステージは厳かに宗教曲で始め第2ステージはポピュラー曲に団員の寸劇を絡めて楽しく、第3ステージはカンター「土の歌」を歌い上げました。

　今週の練習日には、ステージをご覧頂いた入団希望の方が見学に見えます。
仲間を増やして、次の演奏会に向けスタートします。

会場へ来て頂いた勤務した会社の先輩（女性）の感想です。
マイウェイの時には何か熱いものがこみ上げて、うっすら涙が滲んできてしまいました。
きっとあのハーモニーは団長である石井さんのお力はもちろんのこと、常々の練習の賜物とそしてメンバー同士のコミュニケーションの結果ではないのかな～とそんなことを思いながら聴かせていただきました。
よい趣味をみつけられたなーとうらやましくも思います。

· #33
T1　丹内　寛 (水曜日, 04 11月 2015 09:49)

穏やかな小春日和（Indian summer）が続いています。このままの天気が続くと良いのですが、これから気温の差も激しくなりそうです。十分気をつけて体調を維持していきましょう。
定演本番まであと10日になりました。
今週はゲネプロで最後の仕上げです。本番は今までの思いを込めて楽しく歌ましょう。

· #32
T2　石井久一 (日曜日, 25 10月 2015 22:01)

本日のイベント
　今日はイベントが二つありました。
一つは、市川男声合唱団のミニコンサート、もう一つは田中先生の指導される市川五中の合唱コンクール全国大会での金賞受賞です。
我々のコンサートは来月定演に向けての練習の意味合いもありましたが、3名のパートリーダーがそれぞれ持ち味を発揮して指揮をし、良い演奏会になりお客様にも楽しんで頂けたと思います。
　また、市川五中は日頃積み重ねた練習の成果が実りました。
田中先生おめでとうございます。
来月14日の定期演奏会に向けて弾みとなりました。

· #31
T2 森川Ａ (日曜日, 27 9月 2015 19:19)

　昨日の臨時練習に参加された皆様、お疲れ様でした。
定演まであとひと月半ほどになって良い意味の緊張感が高まってきたように思いました。
内容の濃い練習ではありましたが、立ちっぱなしの時間も結構長く並び変更に伴う移動などもあって疲労感もたっぷりでしたね。
　宗教曲を綺麗に歌うのが難しいことを改めて感じました。
セカンドテナーの歌声は間で上手くはまるように歌おうとしたのですが、真ん中付近で歌っていると右側のトップテナーと左側のベース系の音のタイミングをよく聴いていないのか、なかなか上手に溶け込めませんでした。
「Ave Verum Corpus」をシャッフルで歌ったらある程度、他のパートがはっきり聴こえたように思います。
　ポピュラー曲は暗譜が不確かな部分が多く、これからの追い込みに期待！です。
「関白宣言」では軽い振り付けを入れながら歌う部分があり、ボケ防止には役立ちそうですが本番で間違わないかやや不安。(きっと大丈夫！)
「見上げてごらん夜の星を」は多くの合唱団が歌っており、他と比較して聴かれそうですね。
今日も同じ編曲の男声合唱で聴いてきました。なかなか良かったです。
市川男声の今回定演で「ほし」という歌詞の入った曲が幾つかあります。
「hoshi」と最初のH母音があいまいになりがちなので気をつけようと思いました。
　「土の歌」の中で練習したのは「天地の怒り」だけでした。
昨日の会いリンクホールでの練習録音を団員専用の「参考演奏」ページ一番下に登録します。
自主練習にお役立てください。 

· #30
稲田 (火曜日, 22 9月 2015 09:59)

石井さんのコメントの日本ラクビーの勝利について感じたこと。
色々な国の人が日本チームに参加し、勝利したことは、ラクビーというポーツは他にない奥深さを感じます。各国のチームにも他国の人を入れ編成していると聞きます。今や多様化しています。スポーツだけでなく色々な人種、国の人と一緒になりチームを作って行くことが、国と国の争いを無くす道に繋がる気がします。 
· #29
T2　石井久一 (月曜日, 21 9月 2015 08:41)

　ラグビーのワールドカップを観戦して、最近にない感激を味わいました。
長年勤務した会社にラグビー部があって、シーズンには秩父宮ラグビー場へ応援に行きました。(寒い季節にやるので、アルコールを持って）TVを見ていると外人選手が何名かおりましたが、ラグビーの場合は3年以上住めば代表になれるとの事でした。試合開始前の国歌が流れる場面で、五郎丸選手の左目から涙が流れていました。この試合に対する思い入れを感じました。
　今回の勝利した試合の最大の見せ場は、後半残り時間が少なくなりペナルティを得た場面にあります。監督は調子のよい五郎丸選手のキックを指示しましたが、選手は自ら判断して勝つことを信じスクラムを選びました。何度も何度も前に進みますがその都度押し返されてトライとなりません。反則を犯せばそこで終わってしまいます。
ラグビーは、何も道具を使わず精神力が必要なスポーツと思います。
会場の観衆からは、日本コールがおきました。最後の最後に左隅にトライ。
劇的な逆転でした。
この試合に勝ったことにより、世界の人々の日本を見る目が変わるかも知れません。
　　小さな国の小さな人たちが、その特質を活かして勝利したと。 

· #28
T2　石井久一 (木曜日, 03 9月 2015 09:45)

　イタリア中部ウンブリア地方にアッシジという村があって、このアッシジに13世紀に活躍したカトリック修道士フランチエスコという聖人がおりました。絵画でもジョット作「小鳥への説教」に描かれています。
この聖人が残した「平和を求める祈り」があります。
　私をあなたの平和の道具としてお使いください。
　憎しみのあるところに愛を、いさかいのあるところにゆるしを
　分裂のあるところに一致を、疑惑のあるところに信仰を
　誤っているところに真理を、絶望のあるところに希望を
　闇に光を、悲しみのあるところに喜びを、もたらすものとして下さい。
　慰められるよりは慰める事を、理解されるよりは理解する事を
　愛されるよりは愛する事を、私が求めますように。
　なぜなら私が受けるのは与えることにおいてであり、許されるのは許すこと　においてであり、
　我々が永遠の命に生まれるのは死においてであるからです。
　 
· #27
Ｔ１　稲田 (月曜日, 01 6月 2015 09:10)

貴方は定年後の何の目標、生き甲斐が持たずに余生を過ごすしますか。それとも目標を持ち、生き甲斐を感じんながら第二の人生を歩みますか。
日本人の平均年齢が高い理由をある外国人科学者が研究成果を発表した。イギリスが医療先進国なのに、日本人がイギリス人より何故長生きするか疑問を持ったそうだ。その研究の結論は、日本人は他国より人と人との繋がりが多い国民性を持っていることが長生きの理由であるとしている。しかし、少子高齢化が進み特に大都市圏では老人の孤独化が進みつつある。人との繋がりも薄れつつある。特に男性は定年後は孤独になりやすい。定年後の何の目的、生き甲斐の無い残り２０年の人生を生きるか、又は生き甲斐のある人生を歩むのか、考えてみましょう。
そこで今、第二の人生を謳歌している男達がいることをご紹介致します。その見本が市川男声合唱団です。平均年齢６０代後半の男達が生き生き歌っています。その秘密を見学に来ませんか。貴方だけお教え致します。 

· #26
T2 森川Ａ (日曜日, 24 5月 2015 23:34)

５月の爽やかな陽気の週末でした。
心も軽やかに、鼻歌やハミングが出てくる方も多いのではないでしょうか。

３週間後に迫った、第70回千葉県合唱祭での市川男声のステージお知らせです。
日時：　6月14日 (日曜日)　市川男声は12:20頃に演奏の予定です。
場所：　千葉県文化会館 (千葉市中央区)

演奏曲目は、
「The Battle of Jerico (Jericho)」と「地上の星」の２曲です。
今回の衣装は黒シャツで活動的なイメージかもしれません。
「おやっ、EXILEかな？」と勘違いされる方はないと思いますが、
負けず劣らずの元気で力強い市川男声のステージをお楽しみください！ 

· #25
Ｔ１　稲田 (木曜日, 21 5月 2015 10:37)

昨日、第２３回ＩＭＣ親睦ゴルフコンペを開催致しました。風もなく、暑くもなく、大変良いコンディションの中プレイを致しました。
しかしながら、全員久し振りの高麗グリーンに悩まされ大変苦戦致しました。
優勝は久し振りに田中様が往年の力を取り戻され、何とＮｅｔ６５で優勝されました。新入団の小西様の早速参加され和気藹々と大変楽しい一日でした。
次回は１０月２１日（水）と決まりましたので、今回不参加の方も是非挑戦されますことを願っております。 

· #24
T2平野 (火曜日, 24 2月 2015 18:28)

中川さん・安川さん　いつからいつからご一緒できますか
是非　一緒に歌いましょう
声が出なくて　いつも悲観してる私ですが　隣にうまい人が来てくれると　なんだか自分も歌えたような気がして　

· #23
Ｔ２　石井久一 (木曜日, 01 1月 2015 09:41)

明けましておめでとうございます。
　2015年の元旦を迎え、11月14日の第10回定期演奏会の年があけました。今年の干支は「未」です。西洋ではさまよえる子羊等と言われますが、優しく善良であり、同じ行動を取って大勢で生活することから「群」の字は羊から作られたそうです。定期演奏会につきましては、合言葉の通り楽しく歌って、皆様に楽しんで頂けるように練習を重ねたいと思います。終演後は、うまい酒を酌み交わしましょう。
　これから柴又帝釈天へ初もうでに出かけ、皆様のご健康と団の繁栄を祈願して参ります。 

· #22
B1　湯浅　捷彌 (火曜日, 09 12月 2014 16:12)

歌と仲間はお医者様！
KDR演奏会初出演の感想です。
　入団してから８ヶ月、初めて本格的な演奏会でした。多少緊張しましたが、ただただ嬉しく楽しく歌いました。
　実はひと月に一度位ひどく落ち込み、深酒で自分をごまかし３日程でようやく立ち直るという生活を長く続けて来ました。ところが４月に入団し、57年ぶりに歌い始めてから嘘のように落ち込むことはなくなりました。恐らく合唱自身と諸先輩の溌剌とした姿が、何時の間にか私を立ち直らせてくれたのだと思います。家人もとても喜んでいます。
　
正に、歌と仲間は私のお医者様です。

· #21
T2 森川Ａ (土曜日, 06 12月 2014 22:44)

　遅くなりましたが、11月24日に開催された京男連(KDR)の
第６回演奏会の感想を書きます。
市川男声の演奏録音も聴いて、ひと言で表すと「素晴らしい」と
率直に感じています。
　私はKDR演奏会に初参加で、180名もの大人数で歌うのも
初めての体験でした。思い出深いステージになりそうです。
後半の舞台係としても貴重な経験をしました。
　市川男声の直前のリハーサルで綺麗なハーモニーができておらず
少なからず不安がありました。
指揮者との呼吸が今ひとつ合わないような箇所も幾つか感じられて
いつもとは違う緊張感が漂っていたように思います。
とにかく、全員が気持ちを合わせて仲間を信頼することが
大切だと後になって強く感じました。

　本番のステージで、組曲「土の歌」からの４曲を歌いました。
田中先生からは「出だしの数小節で観客からの評価が決まる」と
言われていましたので、周囲および自分自身でも「♪たがやして♪」
で入るところでかなり緊張して集中力も最高潮だったと思います。
「♪たねをまくつち♪」の最初のハーモニーがすっきり決まり
「これはいける」という感触を持ちました。
「農夫と土」は無事に、良い出来で終わった気がします。
続く「祖国の土」も言葉を大切に歌う市川男声の特徴が発揮されて
安定した演奏だったのではないでしょうか。
　ステージで初公開の「死の灰」はT1の出だしが綺麗に響き、
うっとりする気持ちで聴きながら「♪Uh--♪」を歌えました。
きっとこれまでで一番良い演奏でしたね。
T1の皆さんがこれまで示し合わせてサプライズを狙っていたのでは？
・・・(冗談です)
来年の定演でもハイレベルの演奏が期待できますね。
　最後の「大地讃頌」は、本来の丁寧な歌い方ができていないと
いう印象を持ちました。
数日前の練習で注意された点が十分に守られていなかったかも
しれませんね。
「弾まないほうがよい」、「大きなフレーズを大切にする」など、
少しずつでも修正していけたらよいかと思いました。
この曲は来年の定演の目玉でもあり、一般によく知られている
曲ですので、さらなるレベルアップが望まれるかと思います。

　以上、すっかり評論家気分で書いてしまいました。
不適切な点がありましたらお許しください。
　最後に、打ち上げの席でも申し上げたように、
「幸せな一日を有難うございました！」 

· #20
T2 森川Ａ (土曜日, 19 7月 2014 00:49)

　#71で石井団長から報告があったハモラーズ演奏会は
好評を博して、「市川男声合唱団、ここにあり！」と
存在感が一段とアップしましたね。
演奏会に参加された皆様、ならびに演奏会を支えて
くださった方々、誠にお疲れ様でした。
　訪問しての演奏会は着実に浸透している一方で、
京葉男声合唱連合(KDR)演奏会と第10回定期演奏会の準備も
役員の方々を中心に進んでいます。
本日の練習の後で定期演奏会実行委員会の会議が開かれ、
私にもお声がかかったので出席しました。
　定期演奏会のようなビッグ・イベントは、一部の役員や
担当者だけの力に頼ると大きな負担がかかり、同時に
合唱団の結束にも緩みが出るだろうと思いました。
やはり団員全員が一丸となって取り組んでいくことが
成功へのカギになるはずです。
私も「定期演奏会を最高のステージにする」ことを目指し、
モチベーションを維持しながら参画していく心づもりです。
皆様と一緒に活動していくのが楽しみです。
宜しくお願いします。

　今日の練習で歌った曲目はデータを更新しました。
「活動状況」の中をご覧ください。
「練習予定・実績」のファイルも今日の分を反映してあります。
　また、先週の技術会議の議事録を登録しました。
こちらは「団員専用」の「議事録」→「技術会議」で
ご覧いただけます。
　活動状況は毎週の練習後に随時更新していきますので、
必要に応じて (できれば毎週の練習の前日までに)
ご参照ください。
役員会や技術会議、演奏会実行委員会の議事録を登録したら、
この掲示板でお知らせしますので、是非目を通していただきたく
お願い致します。
　このホームページについてのご希望やアイデアなどを
メールでもこの掲示板でも、あるいは団員専用の落書き帳でも
結構ですのでお知らせいただければ歓迎します。
なお、今日の練習内容については明日以降に落書き帳の方に
書き込みたいと思っています。 

· #19
日光　俊勝 (木曜日, 10 7月 2014 14:59)

稲田　様
本当に５年間ありがとうございました。
この５年間は、それまで団の運営を中心的に担ってきた方々が、其々の事由により団を去られた時期でした。大変なご苦労があったかと拝察いたします。
しかし、その中でITを駆使した団内コミュニケーションの活性化、定演実行委員会立ち上げ等、「全員参加」の組織体制を整備されたことは最大の功績であったと思います。改めて敬意を表する次第です。
このたび微力ながら副団長を仰せつかることになりましたが、石井新団長はじめ役員の皆様とともに、この組織体制をゆるぎなく継承し発展させていきたいと念じております。
今後ともご指導よろしくお願い申し上げます。 

· #18
石井久一 (月曜日, 07 7月 2014 15:14)

稲田様　
５年間団を引っ張っていただき大変ご苦労様でした。
　振り返りますと稲田さんには、様々な成果を残していただきました。先ずは団の運営に関わる各種の打合せ、定演実行委員会の設置、HPの充実、合唱団運動部ゴルフコンペの運営等ありました。
　
　私は２００７年に入団しその当時の団を運営されていた方々の多くはおられませんが、この方々の役目に対するひたむきなそして粛々と努める姿勢に感激し、今日まで続けて参りました。
　この度団長を引き継がせていただくことになりましたが、稲田さんの作られた成果を壊すことなく、更に発展させたいと思います。
　私にあるのは団への愛着心のみですが、精一杯努める所存です。
楽しく歌わなければ、合唱ではないと思いつつも皆さんに聞いていただく場もあり、若干でも満足を頂ける様、高みを目指して行きます。
　皆様のご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石井久一
· #17
稲田 (土曜日, 05 7月 2014 10:00)

皆様に感謝！

団長の在任期間は短い様であり長い様でもありましたが、
これまで皆様に支えて頂き無事任務も全うできたこと、大変感謝申し上げます。

思えば２００９年５月に前団長の上津様から突然、「代わりにやって欲しい」と言われた時は晴天の霹靂でした。
様々な事情が入り交りわずか数週間での決断でした。
入団して日の浅いカラオケ上がりの私に団長が務まるか自問自答を繰り返しましたが、皆様のご協力のお蔭で職務を全う出来たこと本当に感謝しております。

一般的に趣味の団体は、料理に例えるならば、作る人は数人で殆んどの人が食べる側に回ると言われています。私も当初その様に思っておりましたが、”意外だった”と言うと皆様に大変失礼ですが、私の慣れない様子に進んで協力を申し出される方や、お願いすると快く引き受けてくれたりして、市川男声合唱団は”歌も上手い”が何と素晴らしい人たちの集まりだと改めて感じた次第です。

今では、団の運営だけでなく、定期演奏会の運営も団員全員で取り組む体制になっており、これは素晴らしいことなので、全員参加の伝統がこれからも引き継がれることを願っております。

これから、石井新団長の下、団は運営されて行くことになりますが、石井新団長なりのやり方があると思います。今までと違った斬新なやり方でどんどん進めて頂き、益々市川男声合唱団を発展させて行って欲しいと思います。
そして強力な布陣である鎌田、日光副団長、土濱会計、担当役員の方々、そして全団員で市川男声合唱団を盛り上げて頂きたいと願っております。

皆様、本当に有難う御座いました。

稲田道憲 

· #16
T2 森川Ａ (土曜日, 05 7月 2014 00:34)

　今日は市川男声合唱団の団員総会が開かれました。
事前に役員会で吟味された資料が準備されていましたので
議事は粛々と進行して、この先一年間の活動について
団員の意思が統一されたと思います。
役員の皆様は色々とご苦労も多かったことでしょう。
お疲れ様でした。またこれからも宜しくお願いします。
　私は入団３ヶ月ですので、初めての総会参加でした。
株主総会のような重苦しい雰囲気はなく (当たり前ですが)
この合唱団をよくしていこうという団員諸氏の思いと
心意気が感じられました。
団の結成から20年目ですが、歴史のことも少し話されました。
初期からのメンバーなど団歴の長い方が多いことが分かりました。
それだけ当合唱団に魅力を感じて続ける団員が多いのでしょうね。
あるいは単に居心地がよいだけ？？
(・・・そんなことはありませんね。失礼しました。)

　総会は滞りなく終了し、締めは合唱団らしく愛唱歌を全員で
歌って結束を固めることができたと思います。
「いざ起て戦人よ」で始まり「Home on the Range」などが続いて
最後に「エンヤオット」(斎太郎節)で終わる頃には心がひとつ。
新人の私には歌ったことのない曲が多かったので、これから
少しずつ覚えていくつもりでおります。
　今日の総会で、私はこのホームページに関わるお役目を
仰せつかりました。光栄なことである反面、戸惑いも。
まだ市川男声について十分に把握・理解できていない、、、。
幸いなことに、丹内大先輩の補佐役として入りながら徐々に
慣れていくということでよさそうなので少し安心ですが。
折角携わるのですから、ホームページやその他の媒体を介して
団内外への情報発信、団内のコミュニケーション、
合唱のレベル向上などに役立つサポートを目指します。
いつかは市川男声カラーを出せることを目標に取り組んでみます。
丹内大先輩のご指導、ならびに団員の皆様のご協力を、
この場を借りて宜しくお願いします。
(総会の場で私にも挨拶の番が回ってくるかもしれないと構えて
いたのですが、ご指名を受けずにホッとしたような、
拍子抜けしたような、、、。
続きは近々、火曜日以降に団員専用の落書き帳に書きます。) 

· #15
T2 森川Ａ (日曜日, 29 6月 2014 21:16)

　この週末は天気がいまひとつでしたね。
２日後には７月に入ります。
梅雨明けまではあと２～３週間くらいでしょうか。
気持ちはカラッと明るくいきたいですね。
　私は市川男声合唱団が昨年11月17日に開催した第９回の
定期演奏会の録音を少しずつ聴いてきました。
ひと通り聴いてみて、マイ・ベスト３を挙げてみます。

１．「風が」
　柔らかな歌声に心が和みます。
　特に、「♪ひとひら、ひとひら♪」のハーモニーが好きです。
　携帯プレイヤーで毎日聴いています。

２．「雨の日に見る」
　短い曲ですが、冬の雨の日の情景が目に浮かびます。
　語りかけるような歌い方に暖かさを感じました。

３．「秋のピエロ」
　哀愁の中にも歯切れよさを感じて心地よい気持ちになります。
　1997年の初回と2003年の第４回定期演奏会で組曲「月光とピエロ」
　の全曲を歌われたんですね。聴いて見たかった！

　ステージで歌われた皆様はそれぞれに思い入れが
あったことでしょう。
どの曲にも気持ちを込めて歌われていることが感じられます。
去年の今頃は本番前の追い込みに入る時期だったのでしょうか。
　第10回定期演奏会では宗教曲が大きなチャレンジかと思います。
それぞれの曲で趣が異なり、かなり難易度の高いものもあります。
「AVE VERUM CORPUS」は特に宗教曲らしい厳かさを感じます。
きっちりと綺麗に歌いこなせば自信がつきますね。
気持ちをひとつにしての練習が必要かと思います。
最後は神頼み！？　・・・　
ではなく、地道に練習を重ねれば神様が味方してくださるはず。
ヴォイストレーニングの成果を発揮する良い機会です。
ひと月前に教わった「共鳴腔」をもう忘れている、、、。
こっそりと、神頼み、、、かも。(苦笑) 

· #14
T2 森川Ａ (金曜日, 23 5月 2014 23:33)

　今日の全体練習では準備運動の後、河合先生のボイス
トレーニングがありました。
発声の基本を学ぶのは私にとって初めてのことで、
多くの収穫があったと思います。
　病院のＭＲＩで撮影された先生の３Ｄ画像を基にして
体内で声を出すメカニズムを先生が実際にご覧になり、
その内容を説明していただきました。
美しい声で歌うためのポイントは２つ。
ひとつは共鳴腔を長くして腹までつなげるくらいに
縦の管を作ることです。
共鳴腔についてはネットで調べました。

http://remivoice.jp/voice-training/resonators.html

もうひとつは「声帯を長くする」とメモしましたが、
私は詳細が分かっていません。
どなたかきちっとメモを取られた方はありませんか？

　喉仏を下げたり後頭部に手を当てて共鳴腔を長くして
発声する練習を行い、合唱に合った声を出せるように
なったように思いました。
「AVE VERUM CORPUS」を歌い、柔らかな歌声の中にも
「聴かせる」魅力が出てきた気がします。
後ろで聞いておられた田中先生に後でT2の発声を
褒められて、周りを見たら皆さん誇らしげなお顔でした。

　やはりボイストレーニングをしっかりと受ければ、
個々の発声が洗練されて合唱も美しくなるんですね。
ＩＭＣでは基本から教えてもらえます。
私のような合唱初心者でも上達の希望が持てます。
　世の中に老若男女を問わず合唱人口が増えれば、
社会全体にも元気が出てくるでしょうか。
ＩＭＣには「ハモラーズ」というユニットがありますが、
合唱にハマる人が増えてきたら「ハマラーズ」もあり？ 

· #13
T2 森川Ａ (日曜日, 27 4月 2014 19:20)

　25日に２度目の練習に参加できました。
今回は宗教曲の「AVE VERUM CORPUS」の練習に多くの時間を
かけて、綺麗なハーモニーを合わせていきました。
ラテン語の歌詞が読み易いように、団内(丹内様)で作成して
くださったので大いに助かりました。
ほとんどローマ字読みでよさそうなのでホッとします。
　T2の発声は表と裏の声の中間くらいの音程で歌う部分が多く、
美しい響きを出すのにひと苦労しそうです。
４拍子を基本としながらも途中で２拍子や３拍子までが
ひょっこりと入ってきますので、リズムを取りにくく感じます。
YouTubeで幾つかの合唱団の歌声を聴いてみましたが、
Mozart版が多くByrd版の男声合唱は数少ないかもしれません。
フランスの教会で歌われているような10人編成の男声合唱を
聴くとなかなか美しいハーモニーで心が洗われます。
市川男声合唱団(ＩＭＣ)もきっと上手く歌いこなしますね。

　今回も楽しく練習できました。
全体で合わせて上手く合わないときや誰かが間違ったときでも
皆さんの屈託のない笑顔に救われる思いです。
笑顔の後には直ぐに修正できることに感心しました。
　今になって、もっと早く合唱を始めればよかったと思います。
未経験者にとっては合唱団に入る敷居が高いと思うのが
現実でしょうが、意外となじみ易い事実を知らないことは
勿体ない気がします。
　一緒に歌える仲間が増えるとさらに楽しいでしょうね。
当団は45人前後のメンバーがいると聞いています。
47人になったら四十七士で討ち入りもできそうです。
48人までいけば、ＩＭＣ４８でアイドルも夢じゃない？？
　話が脱線して失礼しました。
ゴールデンウィークに入りましたね。
集中して歌の自習をするチャンスでもあります。
次回５月２日の練習も宜しくお願いします。 

· #12
T2 森川Ａ (土曜日, 19 4月 2014 00:44)

　今夜は市川男声合唱団の練習に初参加しました。
会場に入るときには新入団の緊張感でいっぱいでしたが、
練習が終わった後は爽快感に変わっていました。
　気持ちよく声を出して心身ともにリフレッシュできた
ように思います。
合唱は綺麗なハーモニーが決まるとスキッとしますね。
練習の感想などは後ほど団員専用の落書き帳に書きます。

　私は学生時代にも合唱経験がなく、音楽の授業で教科書に
載った曲を歌うくらいでした。
そもそも中学・高校を通して独立した合唱部のない学校で、
文化祭の臨時編成合唱団に借り出された程度です。
　混声合唱団だと上手く歌えなければ女性たちに格好が
つかないような気がして私は男声合唱団を選んだ
・・・かどうかは分かりませんが、
楽しんで続けられそうな気がしてきました。
友人達にリタイア後にも続けられる趣味として合唱を勧めます。

　今夜の合唱では私よりも年長の方々が活き活きと
歌っておられるのを見て、清々しい気分になりました。
確かどこかに、この団の大体の平均年齢が書かれて
いたと思います。皆さんの歌うお姿やお声はそれよりも
ずっと若々しく感じました。
しっかりと発声するのは健康にも良いのでしょうね。
　練習後のちょっと一杯にも同行するつもりでしたが、
当番の仕事などを教わっていたら出遅れてしまい残念。
またの機会を待ちます。 
· #11
石井久一 (土曜日, 12 4月 2014 12:03)

昨日の定期練習日に見学に来られた方がおられます。
　早速、入団申込書を提出頂き入団となりました。
間もなく定年を迎える方々、残りの人生を合唱をして楽しみませんか。
歌うことが好きであれば、どなたでもOKです。
金曜日の夜、市川公民館を一度見学してみませんか。 

· #10
稲田 (土曜日, 29 3月 2014 19:58)

市川五中の定期演奏会を聴いてきました。１３時開演、１５時４５分終演と少し長目のコンサートでしたが、非常に中身の濃いものでした。彼らは何と幸せな時間の中にいるのだろうか、少し羨ましい気持ちも湧きました。１０代の二度と戻れない短く凝縮された３年間を卒業生達は力一杯、彼らなりに努力して頑張った姿が演奏会に表現されていました。ゼロからスタートさせた田中先生の指導力、彼ら生き生きと躍動する姿を見るにつれ、先生の凄さを再確認させられましたが、アンケートに何も書けない自分がいました。そして私も５５年前に戻れたら、挑戦してみたいと感じた一日でした。 

· #9
稲田 (金曜日, 28 3月 2014 15:07)

我が団の２番目？に若い長老が、先の定期演奏会を終えて卒業の考えを思いとどまったと聞きました。あと２年は挑戦すると頑張っています。次回定演で演奏する「土の歌」を歌いたいとの気持ちが湧き上がったようです。やはり、素晴らしい曲との出会いや素晴らしい仲間達の出会いは何事にも代えがたいものですね。
８０歳まで頑張ろう！

· #8
森川 (水曜日, 12 3月 2014 23:04)

　先週は稲田団長様が組曲「カンタータ　土の歌」への
思いについて投稿されていました。
３・１１から３年目に当たる昨日はそのことを思い出し、
この曲の概念や背景を考えてみました。
　歌詞を見て、土や大地に対する感謝が根底にあり、
死の灰(原爆)や天災により愛する土地が大きく破壊されても、
力強く立ち直っていく人間の尊さを感じます。
東日本大震災は平和が続く有り難さの中で、突如起こって
土地を荒らしていきました。
人々はそれでも土・大地と共に生きていきます。

　東京混声合唱団の歌うこの曲のＣＤを私は先週の
誕生祝いでもらい、時々聴いています。
バックがオーケストラ演奏ですので、ピアノ演奏で歌う
合唱とは趣が違うものと思いますが、自分の感覚に基づいて
書いてみます。
　第一～第二楽章は軽快さや勢いを感じます。
それが第三楽章に入ると曲調がガラリと変わり、暗さや
重苦しさでいっぱいになります。
第五楽章までは異変や破壊がテーマかと思いました。
　その後に続く第六楽章は苦難を乗り越えた人間の安らぎで
満たされている気がします。
そして、最終楽章の「大地讃頌」では壮大な大地に抱かれて
生きていく喜びをかみしめます。
　以上、まだ歌ってもいない素人の独断と偏見に満ちた感想でした。

　ＩＭＣがこの雄大なドラマをどのように歌っていくのか
・・・過程と仕上がりが楽しみです。
YouTubeでは男声合唱でも「大地讃頌」の演奏が公開されています。
私にはまだ歌唱レベルや技術面のことが分かりませんが、
聴いていると心が和みます。
　今月に入ってから私にもＩＭＣからのメールが毎日のように
入ってくるようになり、開いてみるのが楽しみです。
今月末までに皆様は「土の歌」の全楽章をひと通り練習、
ある程度マスターされることと思います。
私は出遅れましたが、桜の時期にしっかりと参加できるよう、
楽譜と音源を頼りに準備しておくつもりです。
　皆様、お体と喉をお大事に！　　　　森川 

· #7
稲田 (月曜日, 03 3月 2014 11:11)

佐藤眞作曲「土の歌」を本格的に練習を始めました。全７曲を全て練習をしていないが、日本人の大地に対する思いを感じる。全曲を制覇した時に農耕民族である我々の祖先、そして現代に生きる我々の思いが表現できるかもしれない。又、この曲は３．１１の大震災で被害を受けた東北の方々の土地に対する思いとも重なる。まさに、津波や放射能汚染で帰還できない人達の叫びが聞こえる。 

· #6
森川 (土曜日, 01 3月 2014 23:51)

　先月の「見学者Ａ」から晴れて市川男声合唱団の一員となりました。
実際の参加は４月からになりますが、入団のご挨拶を兼ねて一筆認めます。
ご無礼をお許しください。
　今朝の毎日新聞「余録」を読んで、この掲示板に日光先生が
1月30日付けで投稿された感慨深い文章(詩人の吉野弘先生の思い出)
を思い出しました。いいお話ですね。
良い校歌を歌って巣立っていった生徒さんたちは幸せだと思います。

　余録の記事は2月末に亡くなったまど・みちおさんを偲ぶ内容のものです。
記事によると、まど先生が作詞された童謡「ぞうさん」の
表現について吉野弘先生がご自身の解釈をされたそうです。
詳細は省きますが、象の鼻の長さの表現をめぐって
言葉を大切になさる方々の心の奥深さが感じられる記事でした。
心にしみる言葉はいつまでも心の中で響きます。
　私自身、歌唱力はありませんが、言葉を大切に歌いたいと思います。
ネットで「カンタータ　土の歌」の歌詞を読んで、なかなか味のある
表現がなされていると感じました。
合唱には仲間がいます。心をひとつにして歌うように努めます。

　私は文章を書くことが好きですので、これからも練習の感想や
気づいたことなどを投稿したいのですが・・・。
「面白みがない」と思われる可能性が大？？？
この掲示板を管理される方 (丹内大先輩？) 、大目に見ていただけますか。
　あとひと月ほどしたら団員の皆様や先生方にお目にかかれます。
その日を楽しみに待ちます。
どうか宜しくお願い致します。　森川 
· #5
見学者Ａ (金曜日, 28 2月 2014 22:41)

練習を見学させていただいてから一週間が経ちました。
団長の稲田様とのメール交換を繰り返しながら、
４月に入団して４月４日の練習から参加することで
ご承諾をいただきました。

先週の練習を見学し、一部は一緒に歌いながら
あっという間の２時間だったような気がします。
先生のご指導にすぐに対応できる皆様のポテンシャルに
感心した記憶が残っています。
歌のオーディションは免除されましたので、私の入団が
認められたものと思います。
鼻歌はよく出てきますが、カラオケも含めて人前で
歌ったことは昨年９月までほとんどありませんでした。

今でも、期待と同時に不安もたっぷりと感じます。
まずは練習についていけるのか・・・。
どうかお手柔らかにお願い致します。 

· #4
見学者Ａ (土曜日, 22 2月 2014 01:01)

今夜は「市川男声合唱団」の練習を見学しました。
ライブの歌声を聞かせていただき、有難うございました。
皆さんの熱気が伝わってきました。

練習の始めには身体の運動と発声を30分余りかけて
しっかりと行われていて感心しました。
来年の定期演奏会に向けて着々と進んでいますね。
第１楽章の「農夫と土」からいきなり難易度が高そうで
この先もチャレンジのし甲斐がありそうに思いました。
私が聴いてみたかった第７楽章「大地讃頌」も初回の
歌声を聴いて楽しい経験ができました。

一杯飲みながらの反省会も楽しいひとときでした。
Welcome songまで歌っていただき、感謝！感謝！です。
近いうちに一緒に歌う日がくることを願いつつ・・・
朝までオリンピック放送を観てしまいそうです。(笑)
あらためて、本日は有難うございました！！ 

· #3
稲田 (月曜日, 03 2月 2014 14:13)

加齢と共に時間の経過が早く感じられると、丹内大先輩からコメントがありました。しかし、市川男声合唱団に入団せず、日々、無為に過ごせば、もっと時間が経つのが早く感じられるでしょう。
毎日同じことの繰り返しは、初めて通う道が遠く感じられ、毎日同じ道を通うと目的地が近く感じられると同じです。毎日同じ景色を見て過ごすことより、合唱人生を楽しみ、日々変化のある人生を歩む方が如何に充実感があるか、自ずと皆さんはお分かりだと思います。 

· #2
山下　洋 Ｂ１ (土曜日, 04 1月 2014 09:48)

明けましておめでとうございます。
昨年は、ＩＭＣに入団させて頂き、念願であった男声合唱を再開して記念すべき年となりました。団員各位、先生方に心より感謝申し上げます。
今年の抱負はずばり「和をもって尊し」で行きたいと思います（聖人君子に非ず）。
１．Ｂ１（内声部）の技量向上こそグッド・ハーモニィーの源です。セカンドの皆さまとともに切磋琢磨して参りたい！
２．アフター・コーラスをさらに楽しく充実させよう！「歌って飲んでまた歌う。」これぞ男声合唱の王道？今年も大いに仕切らせて頂きます！
３．ハモラーズ、マンディーナイツに続く、第三の小グループ（ダブ・カル位）を結成したい。無所属新人？等を糾合して次期定演の幕間に割り込みたい！
皆様どうか本年もよろしくお願いいたします。

· #1
山下 (日曜日, 08 9月 2013 18:57)

合宿の開催まことにありがとうございました。先生方、役員・運営スタッフの皆さまに心より感謝申し上げます。
小生にとって合唱合宿は、高校１年の夏以来、２度目のです。
40年前の夏、Ｉ学園メンネル・コールの合宿が山中湖畔の教会で行われました。参加者６名でした（３年生４名、２年生０名、１年生２名）。
この合宿を最後に伝統ある同部は廃部となりました。小生は最後の部員です。
いざ起て、自由の歌、婆や、詩編、柳河、山に祈る、ウ・ボイなどなど・・・もっと歌いたい、思いよ届けと声のかぎりに歌ったことを覚えています。
いつかもう一度、男声合唱を歌いたいとの40年越しの思いを今年ＩＭＣ入団で実現させていただき、人生２度目の合宿は実に明るく楽しい充実したものでした。
中低音発声など自己の課題が明確になりました。また僭越にもＢ１のＳＰＬを拝命しておりますが、自分が難しいと思っていたアカペラのＢ１先行部の音程、ハミング等長音の下がりなど定演に向けての喫緊の課題であることも分かりました。
また、夕食後のパーティーでは、40年ぶりに愛唱歌を沢山歌わせていただきました。小生の合宿は愛唱歌で終わり、今また、愛唱歌で始まりました。
なにより最大の収穫は、歌う喜び合唱の楽しさを皆さまとともに再確認できたこと、そして今後の人生における合唱へのスタンス、自分が果たすべき役割・方向性がおぼろげながら分かったことです。
合唱は、どんなに上手でも一人ではできませんし、大勢いても上手（目指すこと）に歌わないと成立（存続）しません。合唱の醍醐味は一人では決して味わうことのできない喜び（ハーモニー）を一人ひとりが倍音（複数の喜び）で実感できることだと思います。
我がＩＭＣは、いまどき中高年の男声合唱団として40名規模で存続しているバランスのとれた奇跡に近い存在だと思います。
田中先生、岩撫先生の情熱あふれる質の高いご指導の賜物でありますが、その前提には自立した大人の良好な人間関係を築き、考え抜かれた自主練習、合宿、行事参加等を運営してこられた歴代役員・諸先輩方のご尽力があったればこそと思います。
自分とパート、パート内での自分、団と自分など・・・自分と集団との関わり方・バランスをどうとってゆくか、自己実現（喜び）は全体の喜びがないと成立しませんので、自己責務（練習あるのみ）が発生します。中高年の合唱は小さな社会参加（貢献）そのものかも知れません。
小生も“さらなる20年を目指して”倍音の喜びを体現しつつ、後に続く方のために良好な練習環境を維持すべく応分の責務を果たして参りたいと思います。

先生方・諸先輩方に甚深の感謝をこめて、生意気ですが入団6か月の所感を記させていただきました。
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